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調査開始から１年、約７万の追徴で終了
「民商に入っていて良かった」

西支部の大島さんは、昨年８月初めに名古屋西税務署から電話があり、税
務調査がスタート。支部役員会に夫婦で参加し、役員は「みんなで立ち合うか

ら大丈夫」と激励。１回目の調査（10/3）では、５人が立ち合いました。大島さ

んが「私が調査になった理由は何ですか」と繰り返し税務署員に問いましたが、

「申告内容の確認です」と繰り返し、最後には「う～ん、調査の理由は無いんで

すよ」と言う始末。役員も口々に「調査の理由が無ければ来る必要がない。帰っ

たらどうか」と発言し、署員は１時間半ほどで帰りました。その後、大島さんの体

調などを理由に中止を求める請願書を提出。その後連絡が無く、２回目の調査

は、今年の5月15日でした。税務署から、調査の結果を説明したいと連絡があり、７月２日に税務署へ。結果は、期ず

れによる修正などで、３年間で７１９００円の追徴でした。別室で待機していた事務局に、第二部門の統括官が、「大島

さんは、インボイスを登録したが、令和３年、４年が売上が１千万円以下だったので、そこを見たかった。請願書もあった

し、こちらとしても体調を心配していた」と話しました。インボイスがらみの調査だったことを署員自ら明らかに。今後も、

消費税、また、インボイスに関連した調査は続くと思われます。７月の税務署の人事異動が済んで、これから税務調査

が多く発生する時期です。「税務調査の10の心得」を再確認しておきましょう。

＜大島さんの感想＞

初回の調査の時、民商の役員の皆さんに来ていただいて大変心強かったです。

税務署員の二人の印象は、比較的優しそうではあったけど、自分たち受け手として知識が無いので、民商の皆さんが居な

ければどんな風になっていたのか…と思います。税務署員の方は、民商の皆さんを警戒した様に思います。特に、上司にあた

る女性はしぶとかったです。 ずいぶんと間を置いてから、2回目の調査を受けるまで民商で相談をして、知恵を借りて,準備

（特に心の準備）をしました。良かった点として「税務調査とはどういうものか」ということを教えていただいた事。対応につい

ても、税務署員の言うことに流されてはいけないという事。自分たちだけでは、結果が全く違っていたと思います。

民商に加入していて良かったです。

名古屋北法律事務所「出張法律相談」毎月第4水曜日14時～16時（8月27日、９月24日・・・）
＊相談は予約制です。民商へ電話して申し込んでください

参議院選挙が終了
参議院選挙が、７月２０日に投開票されました。結果

は、自民、公明の与党が大敗し、過半数割れとなり、参

政党、国民民主党など新興の政党が躍進しました。今回、

多くの野党候補が、消費税の減税、あるいは廃止、イン

ボイス廃止を掲げていました。これは、私たち民商や、

インボイス制度を考えるフリーランスの会が、声をあげ

続けてきた成果で間違いありません。

今後の国会で、消費税減税や、インボイス制度の廃止

に向けて議論が進むよう、引き続き、運動を強めていく

ことが大切ではないでしょうか。とりわけ、インボイス

制度は、開始から３年目を迎え、来年９月３０日には、

経過措置である「２割特例制度」が無くなります。

廃業を促進するインボイス制度は、廃止しかありません。

（左表は商工新聞より）

県連「税研集会に参加した

大島さん


